
JP 2015-73779 A 2015.4.20

10

(57)【要約】
    
【課題】清掃作業には、ほこり取り（ハンディダスター
）の穂の部分を静電気や界面活性剤を利用する着塵剤等
によってほこりを取る道具（以下ハンディダスターとい
う）が広く使用されているが、ハンディダスターの穂に
塵埃が付着して徐々に吸着力が弱まったハンディダスタ
ーの穂を清掃して吸着力を回復させるには、ハンディダ
スターの穂を戸外で叩いたり、振ったりしている。、ハ
ンディダスターはきれいになるが、周辺には塵埃を撒き
散らすことになります。
【解決手段】ダスタークリーナーアタッチメントを床に
置いて使用できますので身体への負担が少なくなります
。ダスタークリーナーアタッチメントの上端の挿入口か
ら挿入穴にハンディダスターを挿入し穂を上下に出し入
れすることで穂に付着した塵埃を効率よく掻き落とし吸
引し効果的に電気掃除機に集塵処理することができるダ
ストクリーナーアタッチメント。
【選択図】   図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
電気掃除機の吸引ノズルが着脱可能なホコリ取り用のダスタークリーナーアタッチメント
であって、筒状本体の内周壁円周上に複数のリングを間隔を空けて突設すると共に、前記
筒状本体の上端に前記ホコリ取りが挿入可能な挿入口を設け、前記筒状本体の下端部にＬ
字状の吸引ホース継手を前記筒状本体の内部に連通するように前記吸引ホース継手の先端
部を上向きに設置したことを特徴とするダスタークリーナーアタッチメント。
【請求項２】
前記リングは内周面に爪が設けられていることを特徴とする請求項１に記載のダスターク
リーナーアタッチメント。
　　　　　　　　　 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋内用の掃除具一つであって、ほこり取り（ハンディダスター）等に付着し
た塵埃を、効果的に集塵するために電気掃除機に装着して吸引除去し塵埃の吸着力を回復
させるダスタークリーナーアタッチメントに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　清掃作業において、ほこり取り（ハンディダスター）等の穂の部分を静電気や界面活性
剤を利用する着塵剤等によってホコリを取る道具（以下ハンディダスターと言う）が広く
利用されているが、穂に塵埃が吸着して徐々に吸着力が弱まったハンディダスターの穂を
戸外で叩いたり、振ったりして塵埃を落としていますが周辺に塵埃を撒き散らすことにな
ります。電気掃除機を利用してハンディダスターの穂に着いた塵埃を吸引除去している方
法として、特開２０１１－２２９６２９、特開２００８－１３６７１０が提案されている
。
【０００３】
　（特許文献１）には電気掃除機本体に接続された床掃除の吸引部を先端に装着された吸
引ホースの途中に連結部を連設し、モップ清掃専用の吸気口を確保、筒状の清掃部に設け
られた開口部へモップの柄を挿入し、モップの清掃部を筒状の清掃部内に引き込み、モッ
プの清掃部を往復移動と回動をさせながら、モップに付着した埃や塵を電気掃除機本体の
吸引力で吸引、除去する事が出来るモップの埃の吸引具が開示されている。（特許文献１
参照）。
【０００４】
　（特許文献２）には、電気掃除機の吸引ノズルに脱着自在に取り付けられるほこり取り
の集塵用アタッチメントは筒状本体の内周面長手方向に沿って放射状にリブが複数条突設
されているものであって、一端からハンディダスターの穂を挿入できる開口部がある。開
口部から挿入したハンディダスターを手首で回動させることで、複数のリブが穂に付着し
た塵埃を掻き落とし電気掃除機内に集塵する集塵用アタッチメントが開示されている。（
特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２２９６２９号公報
【特許文献２】特開２００８－１３６７１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　（特許文献１）電気掃除機の吸引ホースの途中に連結部を連設し、モップ清掃専用の吸
引具を設置したもので、モップ清掃専用の吸気口にモップの埃が付着した個所を吸引具に
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設けられた開口部に挿入し、モップを長手方向に往復移動させながら回動することで、モ
ップの清掃部の塵、埃を吸引し電気掃除機に集塵される。モップ清掃時に床面清掃の吸引
もでき、モップ清掃の吸引力が減少する。モップ清掃専用の吸気口に塵埃を効率よく除去
するリブ等が設置されてない。電気掃除機の吸引ホースの途中に連設のためモップ清掃専
用の吸引具は不安定となり清掃作業がやりにくい。
【０００７】
　（特許文献２）電気掃除機の吸引ノズルに着脱自在に取り付けられる集塵用アタッチメ
ントで、ハンディダスターの穂の清掃作業は、集塵用アタッチメントの保持固定が不安定
であり作業がやりにくい、手で持って、他方の手でハンディダスターを開口部に挿入し、
出し入れしながら回動をしなければならない。筒状本体の内周面長手方向に沿って放射状
に複数条のリブが突設されたことによります。筒状本体はラッパ形状であり開口部付近で
は電気掃除機の吸引する空気の流れが弱くなり吸引力が小さくなる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　しかしながら、上記のいずれの装置も電気掃除機の吸引ホースに連設して使用されてい
るがハンディダスターに吸着した塵埃を清掃する作業において、モップの埃の吸引具、集
塵用アタッチメントは保持固定が不安定であり、ハンディダスターの穂を塵埃除去時に挿
入し往復移動、回動させなければならない。ハンディダスターの穂に付着した塵埃を効果
的に除去できていない。
　本発明は上記のような従来技術の課題に鑑み、ダスタークリーナーアタッチメントは床
置き型とする事によって安定した作業ができる。ダスタークリーナーアタッチメントの上
端の挿入口に、ハンディダスターの穂を挿入し上下に往復移動することで穂に付着した塵
埃を効率よく掻き落とす事ができ効果的に電気掃除機に集塵処理することができるダスト
クリーナーアタッチメントを提供することを目的とする。　　
【０００９】
　本発明は、ダスタークリーナーアタッチメントの該筒状本体上端に略円錐状の挿入口を
設けハンディダスターの穂が挿入穴に挿入し易くした。筒状本体下端部と筒状本体固定キ
ャップ下端部に、電気掃除機の吸引ノズル用のＬ字状の吸引ホース継手を筒状本体内部に
連通するように横設し、吸引ノズルの脱着ができるように嵌合口を上向きに設置する。筒
状本体固定キャップをネジにてアタッチメントベースに固定する。該筒状本体は筒状本体
固定キャップに内嵌圧入する。アタッチメント該筒状内周壁に突設された複数段のほこり
取りリングからなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　ハンディダスターの穂に付着した塵埃を戸外や周辺に振り撒くことなく確実に廃棄処理
できる。アタッチメントの該筒状本体の筒状本体の内部に連通するように該筒状本体下の
端部に穿設しＬ字状の吸引ホース継手を横設し、Ｌ字状の吸引ホース継手のノズル嵌合口
は上向きに設置されていますので電気掃除機の吸引ノズルは容易に着脱できます。
【００１１】
　アタッチメントの該筒状本体内周壁に突設された複数段のほこり取りリングによりハン
ディダスターの穂に付着した塵埃を効果的に掻き落すことがでる。
【００１２】
　アタッチメントの該筒状本体内周壁に突設された複数段のほこり取りリングによりハン
ディダスターの穂をダスター挿入穴に挿入して回動をせずに出し入れをするだけで付着し
た塵埃を手軽に掻き落すことができ、電気掃除機の吸引力により電気掃除機内に集塵され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係わるダスタークリーナーアタッチメントの外観斜視図である。
【図２】本発明に係わるダスタークリーナーアタッチメントの上面図である。
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【図３】本発明のダスタークリーナーアタッチメントの図２の上面図（ａ‐ａ）の断面図
である。
【図４】本発明に係わるダスタークリーナーアタッチメントの使用状態示す斜視図である
。
【図５】（図２）（a-a）の概略断面図である。本発明に係わるダスタークリーナーアタ
ッチメントの実施の形態を示し、ハンディダスターの穂の復動を太い矢印で示し、電気掃
除機が吸引する空気の流れを細い矢印で示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、発明の実施の形態を実施例に基づき図面を参照してダスタークリーナータッチメ
ントの実施形態を説明する。
【実施例】
【００１５】
　図１は本発明のダスタークリーナーアタッチメントの外観斜視図である。
　ダスタークリーナーアタッチメントの筒状本体１である。１aはハンディダスターの挿
入口である。１ｂは電気掃除機の吸引ノズルの吸引ノズル嵌合口である。１cはダスター
挿入穴である。２はアタッチメントベースである。図２は本発明のダスタークリーナ
ーアタッチメントの図１を上から見た平面図である。
【００１６】
　（図３）は本発明の実施事例であって（図２）の平面図a－aの断面図である。本発明を
実施するための形態について説明する。筒状本体１は上端に略円錐状の挿入口１ａを設け
ると共に筒状本体１の下端部に穴を横穿する。筒状本体１の下端部を内嵌固定する筒状本
体固定キャップ１ｄをアタッチメントベース２上面に載置し固定ビス１eで固定する。筒
状本体固定キップ１ｄの側面に穴を横穿し筒状本体固定キャップの内部と連通するＬ字状
の吸引ホース継手１ｆの一端を横設する。電気掃除機６の吸引ノズル６ａに嵌合可能で挿
入し易いようにＬ字状の吸引ホース継手１ｆの吸引ノズル嵌合口１ｂ側を上向きに設置し
、嵌合口の嵌合外形を略円錐状にすることによって吸引ノズル６aの嵌合が着脱自在にで
きる。Ｌ字状の吸引ホース継手１ｆの下側には支えスペーサー１ｇをアタッチメントベー
ス２上面に設置固定する。
　Ｌ字状の吸引ホース継手１ｆの吸引ノズル嵌合口１ｂに吸引ノズル６aを挿入時の荷重
による破損防止するためである。
【００１７】
　ほこり取りリング３aと爪付ほこり取りリング３ｂを交互に配列して間座４ｂを挟んで
等間隔に配列して貫通穴にリング固定ボルト４ｃを貫通して両端を締付けナット４aで締
付け組立たものを該筒状本体１の中空部内壁の円周上に挿設すると、内周壁にほこり取り
リングが突設される。ほこり取りリング３a、爪付ほこり取りリング３ｂにリング固定ボ
ルト４ｃの貫通穴４ヶ所を穿設、ほこり取りリング３a、爪付ほこり取りリング３ｂを等
間隔に配列するための間座４ｂは角柱で長手方向に貫通穴を穿設、リング固定ボルト４ｃ
が貫通します。
【００１８】
　筒状本体１の中空部内壁に挿設しほこり取りリング３a, ほこり取りリング３bが突設さ
れた筒状本体１の下端部の横穿された穴と吸引ホース継手１ｆが接合されている筒状本体
固定キャップ１ｄの側面に横穿された穴の位置を合わせて嵌合圧入し挿設する。
【００１９】
　筒状本体内周壁円周上に突設したほこり取りリング３ aは板状のリングで、ダスターの
穂５aがダスター挿入穴１ｃを通過する際にダスターの穂５aに付着した塵埃がリング内周
角部で擦れて離脱する、穂がダスター挿入穴１ｃを通過すると流入する空気の流れが狭ま
り吸引力が高まり効率よく集塵することができる。
【００２０】
　筒状本体内周壁円周上に突設した爪付ほこり取りリング３ｂは板状で内径全周面に放射
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としを効果的に離脱させることにより電気掃除機６に効率よく集塵される。
【００２１】
　ほこり取りリング３a、爪付ほこり取りリング３ｂの材質は金属製が好ましいがはプラ
スチック等の合成樹脂でも良い。
【００２２】
　本発明のダスタークリーナーアタッチメントの筒状本体１の下端部は筒状本体固定キャ
ップ１ｄ内周に嵌合圧入し挿設により筒状本体１の下端の筒状本体固定キャップ１ｄ底部
に塵埃等の詰まりトラブル発生時には分解清掃ができます。
【００２３】
　筒状本体１内のダスター挿入穴にハンディダスター５の穂５aの部分を挿入してハンデ
ィダスターを復動することで、複数のほこり取りリング３a及び爪付ほこり取りリング３
ｂが穂５aに付着した塵埃等が効率よく掻き落とし、電気掃除機６内に集塵される。
【００２４】
　ダスタークリーナーアタッチメントを構成している部品の材質は軽量化による使い良さ
と、製造方法を考慮してプラスチック等の合成樹脂で製造するのが好ましいが、必要に応
じて金属製の材料を使用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明のダスタークリーナーアタッチメントは、掃除において、ハンディダスターの穂
は塵埃等を吸着、除去するが、ハンディダスターの穂に付着した塵埃の除去を周辺に飛散
することがなく、屋内において衛生的に集塵処理できることを可能にした。アタッチメン
トの該筒状本体内周壁に突設された複数段のほこり取りリングにより、ハンディダスター
の穂をダスター穴に挿入して復動させるだけで回動しなくてもよい。
【符号の説明】
【００２６】
１ 　       筒状本体
１a　       挿入口
１b　       吸引ノズル嵌合口
１c         ダスター挿入穴
１ｄ　      筒状本体固定キャップ
１e 　      固定ビス
１ｆ　      Ｌ字状の吸引ホース継手
１g         継手支えスペーサー
２　        アタッチメントベース
３a         ほこり取りリング
３ｂ　　 　 爪付ほこり取りリング
４a　　　   締付けナット
４ｂ　　　　間座
４ｃ        リング固定ボルト
５　        ハンディダスター
５a　       ハンディダスターの穂
６　　      電気掃除機
６a　　     吸引ノズル
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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